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令和５年度気候変動影響・適応研究会（第1回）
2023年6月27日



1. 気候変動の現状、何が問題なのか？

2. 将来の気候はどうなるのか？

3. 気候変動適応とは？

4. 適応の取組、分野ごとの動向

5. 計画づくりの進め方

6. 国立環境研究所の取組
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

本日の内容



気候変動の現状
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4出典： 気象庁HP：世界の年平均気温， http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html

世界全体において
正偏差が大きかった年

①2016年（+0.35℃）
②2020年（+0.34℃）
③2019年（+0.31℃）
④2015年（+0.30℃）
⑤2017年（+0.26℃）

 最近の値が上位を占めてる

― 細線（黒）：各年の平均気温の基準値※からの偏差
― 太線（青）：偏差の5年移動平均
― 直線（赤）：長期変化傾向

※基準値は1991〜2020年の30年平均値

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動（世界）
■ 2022年の世界年平均気温は1891年の統計開始以降，6番目に高い値

年平均気温は100年あ
たり約0.74℃の割合で
上昇



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

世界的に増加する異常気象（2022年）
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• 中国、ヨーロッパ中部から北アフリカ北部、オーストラリア北部からニュー
ジーランドで異常高温となる月が多かった。 

• パキスタンでは、大雨により1,730人以上が死亡したと伝えられた。

出典：気象庁HP 世界の年ごとの異常気象（https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/monitor/annual/）



6出典：気象庁HP 日本の年平均気温 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

 年平均気温は100年あたり
約1.30℃の割合で上昇

 特に1990年以降，高温と
なる年が頻出

日本で暑かった年
①2020年（+0.65℃） 
②2019年（+0.62℃）

    ③2021年（+0.61℃）
    ④2022年（+0.60℃）
⑤2016年（+0.58℃）
⑥1990年（+0.48℃）
⑦2004年（+0.46℃） 観測地点15地点；網走，根室，寿都，山形，石巻，伏木，飯田，銚子，境，浜田，彦根，宮崎，多度津，名瀬，石垣島

長期間にわたって観測を継続している気象観測所の中から，都市化による影響が比較的少なく，また，特定の地域に
偏らないように選定

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動（日本）
 日本における気温の変化
• 統計開始（1898年）以降，最も暑い年は2020年．

― 細線（黒）：各年の平均気温の基準値※からの偏差
― 太線（青）：偏差の5年移動平均
― 直線（赤）：長期変化傾向
※基準値は1991〜2020年の30年平均値
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

真夏日・猛暑日
• 統計期間1910～2022年における、日最高気温が30℃以上の
真夏日，35℃以上の猛暑日の年間日数はともに増加

• 真夏日は100年あたり7日増加，猛暑日は2.1日増加

出典：気象庁「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html

※棒グラフ（緑）は各年の年間日数を示す（全国13地点における平均で1地点あたりの値）。
太線（青）は5年移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

〔全国13地点平均〕猛暑日の年間日数〔全国13地点平均〕真夏日の年間日数



気候変動は何が問題なのか？
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動：暑熱による影響
• 毎年4万人以上の熱中症救急搬送数が発生
• ヒートアイランドや気候変動による気温上昇により熱中症はますます深刻な問題に
• 今後，気候変動による更なる増加が危惧
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出典：総務省消防庁資料（https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke）をもとに作成

※2010-2014 及び2020年は5月のデータなし

熱中症による救急搬送人員数の経年変化

2018年：95,137人
東・西日本で記録的な気温



10出典：国立環境研究所環境展望台 環境GIS（https://tenbou.nies.go.jp/gis/）

熱中症による救急搬送人員数の経年変化

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動：暑熱による影響
• 愛知県の熱中症救急搬送数



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動：農業
 農産物の生育障害や品質低下等の影響が顕在化

11出典：農林水産省「平成30年地球温暖化影響調査レポート（令和元年10月）」https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#温暖化レポート から抜粋

例年影響発生の報告が多い農畜産物
水稲

野菜 花き 畜産

うんしゅうみかん
果実肥大期から収穫期における
高温による着色不良・着色遅延
等

果実肥大期から収穫期の
高温・少雨による日焼け
果等

果実肥大期から収穫期の高
温、多雨による浮皮の発生
等

果樹

生育期から収穫期の高温によ
る不良果や生育不良等

乳用牛での夏期
の高温による斃
死、乳量・乳成
分の低下、繁殖
成績の低下、疾
病の発生等

白未塾粒の発生等

奇形花の発生等

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#%E6%B8%A9%E6%9A%96%E5%8C%96%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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近年の日本で災害をもたらした気象事象

令和4年9月17～20日
令和4年台風第14号による暴風、
大雨等
九州を中心に西日本から北日本の広
い範囲で暴風となり、海では猛烈なし
けや大しけ。

令和4年9月22～24日
令和4年台風第15号による大雨
東日本太平洋側を中心に大雨。特に
静岡県や愛知県で猛烈な雨や非常に
激しい雨。

令和4年8月11～19日
前線による大雨
北海道地方や東北地方及び北陸地
方を中心に記録的な大雨。

令和元年9月7～10日
令和元年房総半島台風（台風第
15号）による大雨、暴風等
千葉県を中心に記録的な暴風、大
雨。広範囲で大規模な停電が発生し
た。千葉市で最大瞬間風速57.5
メートル。

令和元年10月10～13日
令和元年東日本台風（台風第19
号）による大雨、暴風等
記録的な大雨、暴風、高波、高潮。

令和元年8月26～29日
前線による大雨
九州北部地方を中心に記録的な大雨。

令和3年8月11～8月19日
前線による大雨
西日本から東日本の広い範囲で大雨。
総降水量が多いところで1200ミリを超
える。

令和3年7月1～3日
東海地方・関東地方南部を中心と
した大雨
東海地方・関東地方南部を中心に
大雨。静岡県熱海市で土石流が発
生。

出典：気象庁「災害をもたらした気象事例（平成元年～本年）」（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html）を基に作成

令和４年
    令和３年

            令和２年
    令和元年

令和２年7月3～31日
令和2年7月豪雨
西日本から東日本、東北地方の広い
範囲で大雨。4日から7日にかけて九
州で記録的な大雨。球磨川など大河
川での氾濫が相次いだ。

令和２年9月4～7日
台風第10号による暴風、大雨等
南西諸島や九州を中心に暴風や大雨。
長崎県野母崎で最大瞬間風速59.4
メートル。

令和3年1月7～11日
発達した低気圧及び強い冬型の
気圧配置に伴う大雪・暴風
北日本から西日本の日本海側を中
心に広い範囲で大雪・暴風。北陸地
方の平地で1メートルを超える積雪。
秋田県などで停電発生。

令和２年12月14～21日
強い冬型の気圧配置による大雪
北日本から西日本の日本海側を中心に
大雪。群馬県みなかみ町藤原で期間
降雪量291センチ。関越道等で多数の
車両の立ち往生が発生。

令和元年10月24～26日
低気圧等による大雨
千葉県と福島県で記録的な大雨。

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html
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我が国の近年の風水害等による支払い保険金額

13
出典：一般社団法人日本損害保険協会「近年の風水害等による支払保険金調査結果（見込み含む）」https://www.sonpo.or.jp/report/statistics/disaster/weather.html（参照2022年9月21日）、

国土交通省（2020）「令和２年７月豪雨による被害と対応」 https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai05kai/dai05kai_sankosiryo02.pdf 、国土交通省中国地方整備局
「平成30年7月豪雨の写真・動画」https://www.cgr.mlit.go.jp/photo/h3007gouu/higai/00006.html （参照2022年9月21日）
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一般社団法人日本損害保険協
会「近年の風水害等による支
払保険金調査結果（見込み含
む）」よりNIESが作成

平成30年7月豪雨

小田川堤防決壊（国土交通省中国地方整備局）

令和2年7月豪雨

球磨川流域の浸水被害（国土交通省）

2018年は特に台風21号の影響



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動
 複合影響
• 2019年9月，関東地方に上陸した台風としては観測史上最強クラスの勢力で
上陸．

• 千葉県を中心に甚大な被害が発生．死者9人，重軽傷160人．
• 停電の影響により，千葉県で9月9日～15日の期間に498人の熱中症救急搬
送が発生．前週(2～8日）より約3倍増加． 

14
出典：朝日新聞出典：気象庁

台風１５号の被害を受けた地域（千葉県）



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動
 サプライチェーンを通じた国内への影響

15

• 2011年のチャオプラヤ川（タイ国）の洪水が、現地の日系企業に被害
• ハードディスクのサプライチェーンを通じて日本企業に3,150億円の損失

出典： 川崎昭如, 小森大輔, 中村晋一郎, 木口雅司, 西島亜佐子, 沖一雄, 沖大幹, 目黒公郎 「2011年タイ王国チャオプラヤ川洪水における緊急災害対応‐政府機関の組織間連携と情報共有に着目して-」
 （左写真）国土交通省 「水害レポート 2011」（平成 24 年 5 月）（https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/bousai/saigai/kiroku/pdf/suigai2011.pdf）
 （右写真）国土交通省 タイ国ロジャナ工業団地の浸水状況（http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/kisotishiki/index3.html）

タイ国チャオプラヤ川で発生した大洪水による影響

15



将来の気候はどうなるのか？

16



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動予測とは

17

 気候変動への「緩和」と「適応」を行う上で必要な，
地球規模の気候変動を予測すること

 気候変動予測は，気候モデルを用いて仮想の地球
を再現し，将来の気候を現在の気候と比較したもの

 予測にはRCPシナリオという将来の温室効果ガスの濃
度レベルを表すシナリオが用いられており，RCPの数
値が大きいほど，2100年における地球温暖化を引
き起こす効果が大きい

出典： https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tekiou/yosoku.html



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

将来予測シナリオ

18出典： 環境省報道発表 IPCC/AR6/WG2報告書参考資料（令和4年2月暫定版）より https://www.env.go.jp/content/900442308.pdf
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IPCC WGI AR6

https://www.jccca.org/global-warming/trend-world/ipcc6-wg1

「1750 年頃以降に観測された、よく混合された温室効果ガス（GHG）の濃度増
加は、人間活動によって引き起こされたことに疑う余地がない」と，人間活動の影響で
地球が温暖化していることが断言された
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将来予測から「影響評価」の流れ

20出典： https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/qa/05.html



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動による影響予測の例（コメへの影響）

2121出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 気候変動の観測・予測データ (https://a-plat.nies.go.jp/webgis/osaka/index.html#)

• 緩和策を行った場合でも、地域によっては白未熟粒の割合増加が予測
されている。

白未熟粒の割合

SI-CATデータ 基準期間
1981-2000年

SI-CATデータ MIROC5 RCP2.6
2041-2050年



気候変動適応とは？
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動への取組

出典： 温暖化から日本を守る 適応への挑戦，2012
23



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動適応とは
 適応の定義

24

 人間システムにおいて、危害を緩和する、もしくは有益な機
会を活かすために、実際の又は予想される気候やその影響
に順応するプロセスと定義

 適応は、気候変動に対する曝露及び脆弱性を軽減する上
で主要な役割を担う

気候変動による悪影響を軽減するのみならず，
気候変動による影響を有効に活用することも含む

出典： IPCC WGII AR6
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR5:ハザード・暴露・脆弱性・リスク・影響

IPCC WGII AR5 SPM

リスク = ハザード ×脆弱性 ×曝露



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

適応策の事例

26

 気候変動による海面上昇
 海岸浸食，高波等による沿岸被害の拡大
 防波堤の建造・嵩上げによる防護といった適応策

出典：STOP THE 温暖化 2005



適応の取組

27



国、地方公共団体、事業者、国民が気候変動適応の推進のため担うべき役割を明確化。
国は、農業や防災等の各分野の適応を推進する気候変動適応計画を策定（H30年11月27日閣議決定、

R3.10.22改定）。その進展状況について、把握・評価手法を開発。
環境省が、気候変動影響評価をおおむね５年ごとに行い、その結果等を勘案して計画を改定。

１．適応の総合的推進

２．情報基盤の整備 ３．地域での適応の強化
適応の情報基盤の中核として国立環境研究所を
位置付け。

各分野において、信頼できるきめ細かな情報に基づく効果的な適応策の推進
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４．適応の国際展開等
 国際協力の推進。
 事業者等の取組・適応ビジネスの促進。

都道府県及び市町村に、地域気候変動適応計画策定の
努力義務。

地域において、適応の情報収集・提供等を行う体制（地
域気候変動適応センター）を確保。

広域協議会を組織し、国と地方公共団体等が連携して地
域における適応策を推進。

「気候変動適応情報プラットフォーム」（国立環境研究所サイト）
の主なコンテンツ

http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

コメの収量
の将来予測

砂浜消失率
の将来予測

＜対象期間＞
21世紀末（2081
年～2100年）
＜シナリオ＞
厳しい温暖化対
策をとった場合
(RCP2.6)

※品質の良いコメの収量

将来影響の科学的知見に基づき、
・高温耐性の農作物品種の開発・普及
・魚類の分布域の変化に対応した漁場の整備
・堤防・洪水調整施設等の着実なハード整備
・ハザードマップ作成の促進
・熱中症予防対策の推進 等

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

 気候変動適応法の概要
[平成三十年法律第五十号]
平成30年６月13日公布
平成30年12月1日施行

28
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国の気候変動影響評価と適応計画

29出典：環境省からの提供資料
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気候変動影響評価報告書（2020年12月17日）

30

出典：環境省資料
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国の気候変動適応計画（令和３年10月閣議決定）
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気候変動影響の被害
の防止・軽減

目標

基本戦略
1 あらゆる関連施策に気候変動適応を組み込む
2 科学的知見に基づく気候変動適応を推進する

3 我が国の研究機関の英知を集約し、情報基盤を整備する

地域の実情に応じた気候変動適応を推進する
国民の理解を深め、事業活動に応じた気候変動適応を促進する

6 開発途上国の適応能力の向上に貢献する

7 関係行政機関の緊密な連携協力体制を確保する

国民事業者

政府

地方公共団体
・適応の率先実施
・多様な関係者の
適応促進

・地域の適応の推進
・地域の関係者の
適応促進

・適応行動の実施
・適応施策への協力

・事業に応じた
適応の推進
・適応ビジネスの推進

国立環境研究所
・適応の情報基盤の整備
・地方公共団体等の

技術的援助

基本的役割

５

４

気候変動影響による被害の防止・軽減、国民の生活の
安定、社会・経済の健全な発展、自然環境の保全及び
国土の強靱化を図り、安全・安心で持続可能な社会を
構築することを目指す  

７つの基本戦略の下、関係府省庁が緊密
に連携して気候変動適応を推進

計画期間 今後おおむね５年間

農
林
水
産

業

水
環
境
・

水
資
源

自
然
災
害

自
然
生
態

系

産
業
・

経
済
活
動

健
康

気候変動の影響と適応策（分野別の例）

影響 高温によるコメの品質低下
適応策 高温耐性品種の導入

影響 土石流等の発生頻度の増加
適応策 砂防堰堤の設置等

影響 洪水の原因となる大雨の増加
適応策 「流域治水」の推進

影響 灌漑期における地下水位の低下
適応策 地下水マネジメントの推進等

影響 造礁ｻﾝｺﾞ生育海域消滅の可能性
適応策 順応性の高いサンゴ礁生態系の保全

影響 熱中症による死亡リスクの増加
適応策 高齢者への予防情報伝達

影響 様々な感染症の発生リスクの変化
適応策 気候変動影響に関する知見収集

影響 安全保障への影響
適応策 影響最小限にする視点での施策推進

PDCAサイクルの下、分野別・基盤的施策に関するKPIの設定、国・地方自治体・国民の各レベルで気候変動適応を
定着・浸透させる観点からの指標(*)の設定等による進捗管理を行うとともに、適応の進展状況の把握・評価を実施
(*)分野別施策KPI（大項目）の設定比率、地域適応計画の策定率、地域適応センターの設置率、適応の取組内容の認知度など

進捗管理

気候変動適応に関する基盤的施策

• 気候変動等に関する科学的知見の充実及
びその活用

• 気候変動等に関する情報の収集、整理、分
析及び提供を行う体制の確保

• 地方公共団体の気候変動適応に関する施
策の促進

• 事業者等の気候変動適応及び気候変動適
応に資する事業活動の促進

• 気候変動等に関する国際連携の確保及び
国際協力の推進

出典）環境省資料を基にCCCAで文字色等変更
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国の気候変動適応計画の進捗管理：指標と目標
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表 国、地方自治体、国民の各レベルで気候変動適応を定着・浸透させる視点からの指標と目標
指標 目標

（目標年度：2026年度）
備考

【関係府省庁の取組促進】
① 重大性及び緊急性が高い項目（大項目）に関
する分野別施策 KPI の設定比率

１００％ ８９％
（本計画策定時）

【地方公共団体における体制整備等の支援】
② 都道府県・政令指定都市による地域気候変動
適応計画の策定率

１００％ ８８％
（2021年7月末）

③ 都道府県・政令指定都市による地域気候変動
適応センターの設置率 １００％ ５２％

（2021年7月末）

④ 都道府県・政令指定都市が策定する行政計画
（例：総合計画、地域防災計画等）のうち、いず
れかで防災の取組について気候変動適応の視点が
反映されている割合

１００％ ―

【国民の理解の促進】
⑤ 気候変動適応の取組内容の認知度
（気候変動適応という言葉、取組ともに知っている国
民の割合）

２５％
11.9％

（2021年3月
内閣府世論調査）

出典：気候変動適応計画（令和３年10月閣議決定）
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地域気候変動適応計画
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• 科学的な知見に基づき、中長期的な視点で計画的な対策
• 優先事項を明らかにし、適応を効果的かつ効率的に推進
• 地域の適応を推進する上での統一した考え方や方向性を提示

出典：国立環境研究所作成

227件
    

     都道府県  47
     政令市   19

     市区町村 161

 2023年6月14日時点の策定状況
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地域気候変動適応センター
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• 地域の気候変動適応を推進する拠点
• 地域の気候変動影響・適応に関する情報の収集、整理、分析、提供、
技術的助言を行う

出典：国立環境研究所作成

56センター※
    

     都道府県  41
     政令市   3

     市区町村   13

 2023年6月14日時点の設置状況
※複数自治体が共同設置した場合は
 １件でカウント
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気候変動影響は地域によって様々。地域事情により取り得る適応策も変わる。影響に
適切に対処するためには、地域による以下のような主体的な取組が期待される。

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

なぜ地域ごとに取り組む必要があるのか？役割は？

1.地域気候変動適応計画の策定→地域の実情を踏まえた計画を作る
 地域ごとに地理・気候・文化・社会経済などの状況は様々。それによっ
て、気候変動影響や取り得る適応策は変わってくる。

 気候変動は「ナマモノ」。対応策がどれだけ変わるかで影響の出方が変
わる。予測の確度など科学的知見も時間とともに進化していく。

2.地域気候変動適応センターの設立→取組促進のため情報拠点を作る
 地域における気候変動影響に関する情報や研究等の取組みの整理
 地域資源を活用した適応に係る取組情報の収集・支援

3.行政、大学・研究機関、地場産業・地元企業の協働による地域特性に応じた
適応策の実施→関係者が一丸となって対策・取組を進める
関連施策の整理、関連部局の連携

4.普及啓発→いろいろな関係者にわかりやすく情報発信
 地域で鍵になる人たちに必要な情報を伝える
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市区町村でも地域適応計画の策定が進行
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 都道府県の中でも、海があるところ、山が
あるところで影響が異なったり、特産品も
異なる

 住民目線からすれば基礎自治体の発信力は
大きい

 気候変動に関係する防災、農林水産業の施
策など、市区町村が計画策定や事務を担う
ものが多く、関連する計画との連携が可能

なぜ市区町村ごとに？

優先すべき分野について
よりきめ細やかな適応策を推進

国内の地域気候変動適応計画の策定数

市区町村
政令市
都道府県

（2023年6月14日時点で把握した数）

47

19
161

122
18

46

72

26

16

11

40

21

227

186

128

58
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地域の特徴を踏まえた市区町村の計画の例

「小布施町環境グランドデザイン」（令和4年5月策定 長野県小布施町）

• https://www.town.obuse.nagano.jp/docs/49288.html

本町の土地利用割合は田・畑が約50％を占め、山林・水面を含めると約 70％が自然環境となっている。
町内世帯の約３分の１が農業に関わっており、昼夜の寒暖差と扇状地からなる肥沃な大地ではりんご、
水はけのよい酸性土壌では特産の栗、近年では全町的にぶどうが生産されており、果樹を中心とした農業
が基幹産業となっている。

千曲川の堤外地農地での洪水被害に備えるため、農業共済加入促進を図るとともに、凍霜害被害の軽
減など気候変動に強い農業生産技術や品種の研究強化、気候変動の影響の大きい農作物の対応検
討等に向け、農業者と専門家を交えた学びの場づくりに取り組む。

１．環境グランドデザインの背景（抜粋）

６．防災・レジリエンス（災害に備える町）（抜粋）



分野ごとの動向

38



39
出典：農林水産省「気候変動適応ガイド」https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/index.html、農林水産省「気候変動の影響への適応に向けた将来展望」http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/report.html

今後気候変動が進んでいく過程で、都道府県や産地等が「どの時点で」、「どのような」適応策に
取り組む必要があるのか等を自ら判断するための情報を網羅。

「気候変動の影響への適応に向けた将来展望」報告書 農林水産省平成31年3月公表

＜影響評価情報＞ ＜適応策の種類の整理＞ ＜適応策の取組事例の紹介＞

項目別に
詳細化

品目・項目を
幅広く網羅

水稲編 りんご編

農林水産分野の適応策：「農業生産における気候変動適応ガイド」等
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農業生産における気候変動適応ガイド 令和2年8月（水稲、りんご）12月（うんしゅうみかん、ぶどう）公表

うんしゅう
みかん編

ぶどう編
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気候変動の影響への適応に向けた将来展望 ウェブ検索ツール

農林水産省作成
のウェブ検索ツール

https://adaptation-
platform.nies.go.jp/exter
nal/nousui/index.html
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気候変動の影響への適応に向けた将来展望 ウェブ検索ツール

https://adaptation-
platform.nies.go.jp/exter
nal/nousui/index.html



42出典：国土交通省HP 「流域治水について、国土交通省の取組状況」 https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001370162.pdf

自然災害の激甚化への適応策：「流域治水プロジェクト」
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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国土交通省ほか：2023年3月 流域治水施策集 水害対策編ver2
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html
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自然を活用した社会課題の解決（Nature-based Solution (NbS))と
生態系を活用した気候変動適応（Ecosystem-based Adaptation(EbA))

図出典：生態系を活用した気候変動適応策（EbA） 計画と実施の手引き（環境省, 2022）

• NbSは2030年ネイチャーポジティブ（自然再興：自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失
を止め、反転させる）の実現を目指す生物多様性国家戦略2023-2030の基本戦略の１
つ。生物多様性損失と気候危機への統合的対応として、世界的に着目度Up。
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環境省：EbA、Eco-DRRの手引き
2023.3公表

https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/
EbA.pdf

https://www.env.go.jp/press/press_01389.html
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熱中症対策に関する法改正（2023.5.12公布）

46出典：環境省報道発表 2023年5月30日 (https://www.env.go.jp/press/press_01675.html)
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熱中症対策実行計画（2023.5.30閣議決定）

47出典：環境省報道発表 2023年5月30日 (https://www.env.go.jp/press/press_01675.html)

改正気候変動適応法に基づき、「熱中症対策実行計画」を閣議決定
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自治体における熱中症対策の事例
涼み処（すずみどころ）、すみだひと涼みスポット薬局（東京都墨田区）
 涼しいところで一休みできる、猛暑避難所「涼み処」を開設（6/1～9/30）。高齢者の
方など、買い物等で外出をする際にご利用いただくことを想定。

 墨田区薬剤師会と連携し、猛暑の際の外出時に、気軽にちょこっと休憩できる、区内の約
三十か所の薬局を紹介。お薬の処方箋などを提出する必要なし。

出典：墨田区HP (https://www.city.sumida.lg.jp/kenko_fukushi/kenko/jouhou_keikaku/necchusho.html)
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自治体における熱中症対策の事例

出典：環境省 地域における熱中症対策の先進的な取組事例集 (https://www.wbgt.env.go.jp/doc_model_projects.php)
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日時 令和5年7月19日（水）13:30～16:30
開催方法 オンライン開催
主催 環境省、国立環境研究所気候変動適応センター、環境再生保全機構

（ERCA）、環境研究総合推進費 1-2307
申込方法 事前申込制（A-PLATトップページの「お知らせ」参照）

https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/2023/0719/index.html
申込締切 令和5年7月12日（水） 定員：1,000名
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熱中症対策シンポジウムのプログラム
時間 プログラム 登壇者

13:35 気候変動適応法の改正・実行計画の概要 環境省大臣官房環境保健部
環境安全課 課長補佐 中川 正則氏

13:50 研究動向：環境研究総合推進費 1-2307 極端高温等が
暑熱健康に及ぼす影響と適応

国立環境研究所 気候変動適応センター
主幹研究員 岡 和孝

14:05 地方公共団体における効果的な熱中症対策の推進に係る
モデル事業の取組事例や令和５年度の計画

環境再生保全機構（ERCA）熱中症対策プ
ロジェクトグループ 副主幹 新垣 成巨氏

14:15
法改正事項（クーリングシェルター、普及啓発団体等）に関
連する事例
①墨田区薬剤師会と墨田区との協働（仮）
②高齢者等ハイリスク者への普及啓発取組について（仮）

①東京都墨田区保健計画課 齋藤 直美氏
②群馬県上野村 地域包括支援センター社会
福祉士・主任ケアマネージャー 湯澤 誠氏

14:35 気候変動適応における広域アクションプランの策定 環境省九州地方環境事務所
環境対策課 岩村 幸美氏

14:45 国民参加による気候変動情報収集・分析事業における取組
事例

おおさか気候変動適応センター
主任研究員 安松谷 恵子氏

15:10 建設現場における取組事例・課題（仮） 大和ハウス工業株式会社 本社技術統括本
部安全部連携グループ 嶋田 味穂氏

15:25 スポーツの現場における気象条件の活用
日本サッカー協会技術委員会フィジカルフィット
ネスプロジェクト 中村 大輔氏
株式会社ウェザーニューズ 浅田 佳津雄氏

15:45 気象情報の見方と暑さを伝える工夫（仮） 気象キャスター
井田 寛子氏

16:05 パネルディスカッション
パネラー：登壇者数名
モデレーター：国立環境研究所気候変動適応
センター主幹研究員 岡 和孝



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

5252

自治体における熱中症対策の事例
熱中症予防のための「まちのクールオアシス」（埼玉県）

埼玉県地理環境情報WebGIS（Atlas Eco Saitama）

 県内の公共施設のほかコンビニエンスストアや郵便局等の県内企業に、熱中症についての
情報発信拠点「まちのクールオアシス」の設置の協力を呼びかけ。

 協力する施設では、目地印のステッカー等を掲示。
 協力施設を地図化して公開。
 GPSと連携しており、スマートフォンから近くのクールオアシスを探すことができる。



計画づくりの進め方

53



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

5454出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 地域気候変動適応計画策定マニュアル (https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/manual.html)

地域気候変動適応計画策定マニュアル（令和５年３月）
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5555出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 地域気候変動適応計画策定マニュアル (https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/manual.html)

地域気候変動適応計画策定マニュアル（令和５年３月）
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実行計画等への適応計画の組み込み事例

策定の形式 都道府県 政令市 市区町村
単独の計画 7 0 6
温対法に基づく地方公共団体実行計画
の一部又は併せて策定 30 18 88

環境基本計画の一部 10 1 63

その他 0 0 4

地域気候変動適応計画の策定の形式

※国環研調べ 2023年6月14日時点

実際、多くの自治体では、
温対法に基づく実行計画、環境基本計画などの見直しのタイミングで
適応計画を検討されています。



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

5757

実行計画等への適応計画の組み込み事例
地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル本編 
（令和４年３月環境省大臣官房環境計画課）（抜粋）

現行の地球温暖化対策推進法においては、いわゆる「適応策」（気候変動に
よる影響への適応のため の対策・施策）について明示的には位置づけられては
いないものの、地方公共団体実行計画において適応策を盛り込むことも可能
です（適応策については後述します）。 上記のように同時に、一体的に策定
することにより、区域全体の取組と地方公共団体自身の取組について同時に
検討することができるため、施策・対策間での相乗効果の創出や計画の検討・
実施の際の負荷低減等の効果が期待できます。その他、環境関連分野に関
する行政計画（環境基本計画、地域気候変動適応計画等）についても、同
様です。
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実行計画等への適応計画の組み込み事例
実際に伺った自治体担当者様の声

実行計画等に組み込む形で検討することで…
環境行政の計画進行管理等の効率化はもちろんのこと、
実行計画等、既存の関係部署とのコネクションを活用した情報収集が可能！
場合によっては、緩和策の新たな連携施策の検討機会も！？

適応を推進していくために計画を策定する必要性は認識してたが、単独で策定するよう
な内容とすることは難しく、実行計画に組み込んだ。

環境基本計画、実行計画の計画期間の終了時期がちょうど重なるタイミングがあり、より
効率的な計画の進行管理を目指すために、適応計画の要素も組み込む形で新たな環
境基本計画を策定した。

実行計画に関する庁内関係部署へのフォローアップの機会を活用し、適応に関連する
ヒアリングを行うことで、効率的に適応関連施策の情報を収集することができた。

適応の話を土台に関係を築いた部局と、緩和の観点で新たな連携施策を検討する機
会が生まれた。
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申し込み受付中！（8/2〆）

※プログラムは一部を変更する可能性があります

 地域気候変動適応計画策定の目的と考え方／「地域気候変動適応計画策定マ
ニュアル（R5.3）」の説明（導入編の解説を中心に）

 熱中症対策の推進について（気候変動適応法改正の最新動向）

 地域における計画策定事例（２自治体：市区町村の策定事例）

 地域気候変動適応計画作成支援ツールの活用方法

 A-PLATの活用方法

新たに計画を策定する予定の市区町村担当者向けのプログラム



国立環境研究所の取組

60
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• 研究と支援を一体的に実施
• 気候変動影響・適応に関する情報基盤
• 地方公共団体や地域気候変動適応センターにおける気候変動
適応に関する取り組み等に対する技術的助言

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

国立環境研究所気候変動適応センター
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地域への技術的な支援の例

１．技術的助言
自治体・LCCACからのお問合せに対応

   （例）
• 自治体の要請に応じて、地域計画策定や

LCCAC設置・運営に関する打合せ
• 自治体の先行事例やA-PLATの解説

２．専門家派遣・紹介
各種会議・セミナーへ専門家の派遣や紹介

３．A-PLATからの情報提供
科学的知見に関する資料やツールの提供

   （例）
• 気候変動影響や適応に関する科学的知
見をわかりやすく発信

• 基礎知識が学べるe-learningなど、自治
体新任者向けコンテンツを提供

４．研修
自治体・LCCAC向けの研修を実施

  （例）
• 計画策定に関する研修
• 分野別の専門家による講義

５．意見交換会
自治体間の経験共有のための場を構築

  （例）
• 地域の知見収集や庁内連携、普及啓発など
について情報共有・意見交換する場を提供

６．地域の知見充実
LCCAC等とCCCA研究者の共同研究を実施

  （例）
• 暑熱やグリーンインフラなどについて共同研究を
実施中
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気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）
• 気候変動の影響・適応に関する情報基盤。地方公共団体等の適応を支援する情報を提供。
• 気候変動や適応の解説、適応事例紹介、インタビュー記事、適応ビジネスに関する情報など
• スマホアプリ、SNS（Twitter, Facebook）、YouTubeでの情報発信

A-PLATトップページ

＜メニューバー＞
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気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/） 64



地域の取組

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

地方公共団体、地域気候変動適応センターの取組を盛り上げる！
 地域の適応計画策定への技術的助言
 地域気候変動適応センターの運営に関する情報提供
 人材育成、地域の課題・優良事例の共有 など

65
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適応策データベース・事例集

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/） 66

自治体、事業者等による適応の取組事例を分野別・地域別に紹介しています。
地域の特徴に応じた適応策を検索できます。
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取り組み事例インタビュー

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/） 67

自治体、事業者の皆さまへのインタビューを紹介しています。
担当者の方などの思いや取り組み内容を具体的にお伺いしています！



出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

事業者の取組を盛り上げる！
 気候リスク、適応ビジネスの取組事例
 TCFDに関する取組事例
 民間企業向けの適応ガイド、イベント情報 など

68



Infographic

【A-PLAT掲載場所】
インフォグラフィック（影響評価報告書 分野・項目別）https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infografic.html
インフォグラフィック（事業者編） https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/infographic/index.html

気候変動影響や適応について、代表的
な影響項目や業種別などの情報を一目
で分かる様に体系的に整理

影響評価報告書 分野・項目別 事業者の業種別等

69

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infografic.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/infographic/index.html


出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

気候変動の観測・予測データ
WebGIS（オンライン地理情報システム）

表示例１：猛暑日日数

表示例２：コメの収量

気象観測データ
（気象庁提供グラフ画像）

70

70



個人の適応

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

個人の取組を盛り上げる！
 子供向けのコンテンツ
 教育機関向けのツール
 市民参加の取組紹介 など

個人の適応

■学習教材：
気候変動適応のミステリー
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/study/mystery/index.html

気候変動適応のミステリー【対象：高校生以上】
 ミステリーという学習手法を用いた教材。
 グループワーク形式で謎（ミステリー）を解き
ながら、楽しく学べる

 高校生・大学生の授業、社会人向け講座などの
場面で使用することを想定

 所要時間：50～90分程度

＜習得できること＞
1. 気候変動の複雑な要因を理解し、関係性を理解

できるようになる。
2. 適応策や緩和策にはどのようなものがあるのか、

世界や日本の事例を学ぶ。
3. 地域に合った緩和策や適応策の理解と、地域で

の実践につなげる。

指導者向けのガイドブック
A-PLATからダウンロード可能
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気候変動適応のミステリー【対象：高校生以上】

一見関係ないように思える３つのストーリー・・・

なぜ、こんなことが起こっているのか？
手元のカードの関連性を話し合って、３つのストーリーの
関連（＝謎）を解いてもらう

ヒトスジシマカ等の蚊がウイルスを媒介するデング熱。感染して発症した場合、38℃以上の高熱
や頭痛などの症状や、体に発疹が出ることもある。海外に渡航して感染し、国内で発症する例が
増加しつつある。2014年の夏に、150例以上の国内流行が発生した。

佐藤家の食卓では、夕食の献立に使う食材がどんどん変わってきている。お米の銘柄は「コシヒカ
リ」から「新之助」へ。大好きなワカメのお味噌汁の回数が減り、おにぎりはノリで巻かれていないこと
も。サケの塩焼きがブリの照り焼きになり、デザートのぶどうは、巨峰からシャインマスカットに変わった。

イギリス・ロンドン市内を流れるテムズ川では、高潮による洪水対策計画を立て、将来の海面上
昇に備えている。この計画は、21 世紀末までを３つの期間に分けて、段階的に変更可能な対
策を立てている。この方法は、経済的な負担や自然環境への負荷を減らす効果がある。
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気候変動適応のミステリー【対象：高校生以上】

手元のカードの例（20～30枚程度）

74



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動適応のミステリー【対象：高校生以上】
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/school/index.html

A-PLAT Kids 【対象：小学校4年生以上】

• 気候変動適応を学習
できるサイト

• ふりがな付き
• 動画版あり
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https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/communication
/education.html#j01

環境学習 ・自由研究素材

77
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環境学習 ・自由研究素材
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/activities/gacha/index.html

普及啓発ツールの例（ミライ地球ガチャ）

79

 幼児〜小学生を対象にしたイベント展示ツール

 ガチャを回して出てきた「質問カード」に自由に回答してもらい、「適応」について知る
きっかけ作りをする体験型ツール

 自分の考えやアイデアを書くことで「気候変動適応」を自分事として考えてもらう

レンタル実施中！
詳しくは「ミライ地球ガチャ」で検索！
※イベント２～３か月前など、余裕をもってご相談ください。
※先約がある場合など、ご希望に沿えない場合もございます。



出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/）

市民参加型の生物季節モニタリング

国立環境研究所
生物季節モニタリングの調査員募集！

生物季節モニタリングとは？
 植物の開花や虫の初鳴きなどの生物の季節ごとの現象を観測

 生物季節の情報蓄積は気候変動が環境に与える影響を評価
する上で非常に有効

 気象庁が行ってきた観測種のうち植物32種・動物34種を対象に、
市民調査員と協力してモニタリングを継続。

調査の流れや参加方法
生物季節観測の歴史や
豆知識なども掲載！ 80
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スマホアプリ：みんなの適応 A-PLAT+

スマホで
暑さ指数をチェック！
• 環境省熱中症予防
サイトで提供され
る暑さ指数を活用

• 住宅地や子供・車
いす、体育館など
の条件を選択可能



ご清聴ありがとうございました！

@APLAT_JP

気候変動適応情報プラットフォーム A-PLAT

CCCAが運営するTwitter, Facebook, Youtubeを是非ご覧ください！
A-PLAT更新情報, 独自のコンテンツ紹介, 職員の活動内容を随時発信しています。

フォロー、いいね！などの応援を宜しくお願い致します。

@APLAT.JP
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https://twitter.com/APLAT_JP
https://www.youtube.com/channel/UCYy-YwbZEFNwVpWDwr2zJew
https://www.facebook.com/APLAT.JP
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